
ＱＣサークル山梨地区　研修企画委員会

・ まだまだ知らない事が沢山あり、勉強になりました。
・  一つの問題を解決するのに、とても多くの手段や手順があることがわかりました。

  また、それらを明らかにするのにも、思考に思考を重ねなければならないことがわかりました。

・  初対面の人が、チームとして機能するのには時間がかかると思った。
・ 特性要因図は、これまで決めつけで行っていたことが多く、真因までたどり着いていなかった
と感じました。グループ演習で実際にトレーニングできる研修はあまりなく、良い研修であったと思います。

・ 問題～解析～対策検討～効果確認まで学び、ツールのひとつとして体験できよかったです。
・ 広く浅く学べたのが良かった。
・ ストーリーに沿っての改善のため、途中で外れないような改善をしていきたい。
・ ＱＣ全体の流れや、必要資料（特性要因図、マトリックス図）の重要性を理解でき良かった。

・ 今回の研修を仕事で生かせるよう実践していきます。
・ 新たに知ったグラフ（図）の作成法を用い、現場の不具合低減に貢献したい。
・ 社内の改善活動にフィードバックします。
・ 社内でのＱＣサークル活動の実施。
・ 最小集団として、まず２人からでもできることを実施したいと思います。
・ 会社の中でＱＣサークルをしているので役にたてていきたい。
・ 改善を進めて参ります。
・ 自職場の活動に活かしていきたい。
・ 特性要因図の分析追求を徹底します。

会場に関して
・ 部屋の広さは適切だった。
・ 机が少し狭かった。

講義内容に関して
・ 限られた時間の中で沢山の内容をご指導いただけて良かったです。
・ 少しテンポが速くついていけない所があった。

グループ演習に関して
・ グループ演習に関して皆さんの意見が沢山出て良かったです。
・ もう少し活発に意見を出せたらと思う。

時間配分に関して
・ 講義時間が少なすぎる。理解不足のまま進む事があった。
・ 時間が押さないような管理が必要と感じました。

2015年9月18日

研修を受けて感じたこと
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この研修会に参加したこの研修会に参加したこの研修会に参加したこの研修会に参加した

きっかけは何ですか？きっかけは何ですか？きっかけは何ですか？きっかけは何ですか？

会社（上司）に

進められた。

自分から上司に

申請

サークルリー

ダー／推進者と

して基礎を勉強して

職場に活かす

その他

QCQCQCQC初心者向研修会を終えて初心者向研修会を終えて初心者向研修会を終えて初心者向研修会を終えて

自己宣言自己宣言自己宣言自己宣言（私は、これを推進していきます。）

Ａ班の研修風景Ａ班の研修風景Ａ班の研修風景Ａ班の研修風景

相原敬、佐川明、深澤輝行、村上幸樹

奥脇大智、熊木宏、田口加奈子

（インストラクター：濱中幹事)

非常に良かった 良かった 普通 あまり良くなかった
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会　　場

講義内容

グループ演習

時間配分

大槻珠樹､萩原一也、種石健一、田辺貴彦

廣瀬竜二、北原章吾、内藤真美

（インストラクター：志村幹事)

Ｂ班の研修風景Ｂ班の研修風景Ｂ班の研修風景Ｂ班の研修風景


